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なる概念もあり単純で ない様。紀元前三二〇年頃インダス河を越えパンジャーブに進出したアレクサ 大王は東征後帰還しましたが、 その際 ドに残り南イ のクールグ地方に住むヒンドゥー・コミュニティーには牛肉ＯＫの人達もいる由。
肉食・ノンヴェジテリアン（ノンヴェジ）と
菜食・ヴェジテリアン（ヴェジ）が居り、機内食でも尋かれる。ヴェジでもジャイナ教徒は根菜類は駄目と複雑で肉・魚や野菜料理は別の皿で供するのがベター。社内食堂では誰でもＯＫな菜食が無難。乳及び乳製品は宗教や 種に不
拘問題なし。“ マック”他も人気だが流石にビーフ・バーガーはなくヴェジは緑、ノン・ヴェジは赤で区別。食品添加物保護条例で動物性は商品に赤丸を正方形で囲んだ印、植物性は緑マークの印刷が義務、因みに乳製品は緑。色と云えばアルコールや茸類はタマス（翳質）で黒、香辛料や大蒜等はラジャス（激質）で赤、ミルク・ヨーグルトとか植物類は最上のサットヴァ〈純質〉 で白との事。この。“ 質”を考慮しアーユル・ヴェーダに則った飲食 もある
結婚式は気候が良くなると多く、盛大で賑
やか、ヒンドゥーの場合は歌・踊りもあり料理も選べる。式・宴はホテルや慶事式場（マンガル・カールヤーライ）が多くア コール類が出るケースも多々。ムスリムの場合は男女別々に食事だけ（ダッカの一流 でのムスリム結婚披露宴では男女一緒、アルコルも出たが之は特例） 。
開始は一時間半位遅れが普通且つ夜中迄だ













迦） ” は梵語、 ヒンディーでも通じベンガーリーでは” ボカ“故ご用心を。（さとみ
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